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1．測定機器を使用した包帯実技指導について
　柔道整復師の業務には骨折、脱臼、捻挫、打撲、
挫傷に対する施術がある。それらの処置には包帯固
定が求められ、骨折整復後の再転位防止や脱臼の再
脱臼防止、軟部組織損傷時の安静保持などを目的と
し、重要な役割を占めている 1）。
　柔道整復師の養成施設は 2000 年までは 14 校の専
門学校で、資格取得者は年間約 1,000 名であった。
2010 年には大学 7 校を含め約 100 校と増加、資格
取得者も年間約 5,000 人と急増している 2）。養成施
設を卒業するあん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅ
う師の実力低下が報告されているが 3）、柔道整復師
養成施設でも同じことが考えられる。
　柔道整復師養成施設では学生の教育に対する実
技実習で綿包帯による固定が行われている。包帯法
の教育目標は基本走行、巻軸包帯の種類、各部位に
対する巻き方などを学び、十分な固定ができるように
なることである 4, 5）。しかし、その指導法は「きつ過
ぎず、緩過ぎもせず、見栄えよく、素早く巻いて、ず
れぬ包帯」と要点が簡潔にまとめられているが指導
者側の視覚、触覚による感覚での指導 5）が主体であ
る。包帯実技評価に関しての客観的評価に対する調
査 6）は見られるが、包帯の巻き方についての緊縛の
程度などの指導に関しては少ない 5）。そこで、本研究
では包帯実技について圧センサーを用いて緊縛の均
等度を客観的に示すことにより、学生の理解度と実
技技術向上の一助として、検討する事を目的とした。
2．方法
対象　
　対象は 2011 年、某大学の柔道整復学科 3 年生 15
名とした。対象者はすでに包帯による固定方法など
を講義、実技実習等で行っている。
倫理面への配慮　
　被験者には本研究の目的、方法などを文書および
口頭により説明し、文書により同意を得た。本実験
は通常の実技実習と変わらないため、倫理委員会の
承認は申請しなかった。
包帯緊縛モデル
　緊縛の均等度を見るため、圧センサーを用いて包
帯緊縛モデルを作成した。
　圧センサー：ニッタ製簡易圧力分布計測システム
（商品名オクトセンス）フイルム状圧センサー厚さ
約 0.1mm のフイルム状センサーにより 8 点の圧力
を測定できる。厚さ1mmの緩衝材シート　発泡シー
ト （商品名　ミナフォーム）縦 460 mm ×横 1160 
mm を巻き直径 72㎜とし、750mm チューブ包帯（商
品名ストッキネット ALCARE 製）で包んだ。作成
した包帯緊縛モデルの端から 120mm より上下に 30 
mm 間隔で設置した。圧センサーを添付後、チュー
ブ包帯で包んだ。これは包帯緊縛をしやすくするた
めである。包帯緊縛モデルの硬さの均一度を確認す
るために 8 つの圧センサー上で筋硬度を測定する筋
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硬度計（ NEUTONE , TDM-N1（DX）トライオー
ル製）を用いて測定した（53.4 gf/cm2 ± 2.6（mean
± SD）。圧センサーは包帯緊縛時の巻き始めから、
終了までグラフで 8 つの圧センサーが全て数値とグ
ラフに映し出し、記録することが可能である。
包帯巻きの方法　
　包帯緊縛モデルに対して圧センサー部のある点の
手前 3㎝で環行巻を行ってかららせん巻き始め、反
対側の圧センサー部の先 3cm までを 1 回の走行と
し、計 3 回のらせん巻きを行った。包帯と包帯は約
1/2 重なるように指導した。
割り付け方法
　学籍番号が奇数の対象者をコントロール群（7 名） 
（C 群）、偶数の対象者を介入群（8 名） （ I 群）とし
た。対象者の学籍番号の奇数を従来の指導法である
教科書に基づく感覚的な要素に依存した指導 5）を
行った。偶数の学籍番号の対象者は従来の指導法で
ある教科書に基づく指導法に加え、測定機器を用い
た指導法を実施した。
介入の方法
　両群の全対象者に対して 1 教員が包帯緊縛モデル
への包帯実技を行った。圧センサーによる数値とグ
ラフの変化を経時的に示した。その後、対象者に包
帯緊縛度の程度を触知させ確認させた。本測定器は
録画機能もあり、緊縛の経過を再確認することがで
きる。最終的な数値を参考として、対象者は実技を
行った（図 1）。
　C 群　1 回目の包帯実技では圧センサーの数値と
グラフを見せずに包帯実技後、従来の指導法である
教科書に基づいた指導を行った。2 回目も圧センサー
によるデータを見せずそのまま包帯実技を行った。
　I 群　1 回目の実技の際に対象者自身が圧セン
サーの数値とグラフを見ながら包帯実技を実施した
（図 2）。
　終了後は、従来の指導法である教科書に基づいた
指導に加え、そのデータを見ながら教員が説明、指
導を行った。2 回目は再度、圧センサーの数値とグ
ラフを見ながら実施した。
実技終了後に圧センサーを用いた指導法に対するア
ンケートを実施した。アンケートは圧センサーを用
いた包帯緊縛の実技について行った。
項目としては
1. 圧センサーによる包帯固定実技について
2. 包帯実技の説明方法
を「1. 良かった。2. まあ良かった。3. 普通。4. あま
り良くない。5. 良くない」の 5 段階の尺度で行った。
解析の方法
　圧センサー 8 点の平均を求めそれを固定圧とし、
Student の t 検定により群間内と両群間を比較した。
結果　
　実技時の教員の固定圧は 29.3 gf/cm2 であった。
対象者の 1 回目の固定圧は、I 群では 22.3 ± 8.1 gf/
cm2、C 群は 59.0 ± 56.9 gf/cm2 であり両群間で有
意差が見られた（p= 0.046）図 3。I 群は 1 回目と 2
回目（45.7 ± 22.7 gf/cm2）での固定圧で有意な差
が見られた（p=0.004）。C 群の 1 回目と 2 回目（29.8
± 11.5 gf/cm2）は有意な差が見られなかった（p= 
0.097）。2 回目の I 群と C 群での両群間での有意な
差は見られなかった（p= 0.059）。図 1　対象者が行った包帯緊縛の走行
図 2　対象者が行った包帯緊縛の方法
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　アンケートの結果を表 1 に示す。圧センサーによ
る包帯固定実技については C 群、I 群とも 100%（7
名、8 名）が良かった、まあ良かったと回答した。
包帯実技の説明方法では C 群は 100%（7 名）、I 群
は 63%（5 名）が良かった、まあ良かったと回答し
た。（表 1）
3．考察
　包帯実技の包帯緊縛の均等度の実技実習として、
介入群である I 群と非介入群の C 群の比較では、1
回目の固定圧の平均値に両群で有意な差が見られ
た。I 群では包帯固定の際にモニターを確認しなが
ら巻くことができるため、教員側のデータの数値と
自分の数値を調整しながら行ったと考えられる。一
方で、C 群では緊縛の程度が確認できず、従来の指
導法で行っていた実技の経験と感覚により巻いたた
め、緊縛の程度がわからず、教員の数値と乖離がみ
られたと考えられる。そのため、固定圧の平均値が
I 群に比べ、数値のばらつきが多く両群間に有意な
差が見られたと考えられる。2 回目の実技では I 群
は教員のデータよりも数値が低かったため、それを
修正しようと強めに緊縛を行った結果、有意な差が
見られたと考えられる。I 群の 2 回目の実技での平
均値が増加した理由を考える。固定圧最初のらせん
巻きで教員と同じ程度の圧を加えようとして行うた
め、3 回目らせん巻の走行ではより固定圧が増した
ためと考えられた。
　C 群では教員の包帯緊縛モデルにらせん巻きした
包帯固定の固定圧の触知した情報しかなく、教員と
自分自身の固定圧の程度が確認できないために平均
値にばらつきが多かったと考えられた。C 群に 1 回
目と 2 回目に有意な差が出なかったのは、1 回目の
指導後修正を行ったが、視覚や触覚に基づいた指導
のみであり、緊縛の程度の理解が十分でないために
有意な差が出なかったと思われる。
　アンケートでは I 群、C 群ともにほとんどの学生
が「良かった」または「まあ良かった」と回答して
おり、この指導法は学生に評価されたと考えられる。
　実技指導に視覚的教材の用いることの有効性はさ
まざまな教育の分野で述べられている 7-9）。従来の
包帯実技の指導法としては学生の包帯の走行や触感
での緊縛の程度を教員が評価し、指導を行っている。
これは教員個々の主観も入り、客観性を保つことは
難しい 8）。画像、動画を使ったものも基本的には、
指導者側の観察やビデオ教材の観察がある 10）。学
生個々の技術レベルや学習到達度を客観的データと
して個々にフィードバックすることが可能となり、
実技実習の教育力向上に大きく寄与できる 8）。本指
導法では対象者の実技後に教員自身が圧センサーの
数値を確認し、指導することで、対象者に対しより
的確な指導を行う事ができ、指導者側の指導方法に
対する質の向上にも有効である。
　実技実習ではビデオなどの視覚的教材を用いた教
育による効果が報告されている 7）。ビデオなどの視
覚的教材での実技実習は効果的であるが、どのよう
な力加減など触覚を必要とする実技では学生に伝え
るのが難しい。谷ら 9）は圧センサーをマッサージ
基礎実技の評価に利用した。しかしこれらは学生へ
の評価のためであり、学生指導が主な目的としてな
表 1　圧センサーによる包帯固定実技のアンケート結果
1. 良かった 2. まあ良かった 3. 普通 4. あまり良くない 5. 良くない
C 群 I 群 C 群 I 群 C 群 I 群 C 群 I 群 C 群 I 群
圧センサーによる
包帯固定実技について
5 3 2 5 0 0 0 0 0 0
包帯実技の説明方法 5 3 2 2 0 3 0 0 0 0
図 3　1回目の圧センサーの固定圧の平均値の箱グラフ
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い。本指導法では実技を行っている時と並行して視
覚的にモニターを確認しながら巻くことができるた
め、実技中に考えて行う事が出来る事が重要である。
本研究の包帯緊縛モデルを用いた指導法は学生に対
する包帯実技への指導を主な目的としている。アン
ケートでは両群ともに視覚的画像を用いた教授方法
が有効であると答えており、本指導法が有効である
と考えられた。
　本研究の限界を述べる。包帯法の基礎であるらせ
ん巻を包帯緊縛モデルで行ったが、これは単純な円
柱状のモデルへのらせん巻きでの包帯実技指導の結
果である。基礎であるらせん巻での指導を見たもの
で実際の人体への環行巻きとは違い単純ならせん環
行巻きであるが、対象者が 3 年生で包帯実習も十分
行っていても 1 回目に有意な差が見られていること
から、本指導法が有効であると考えられる。今後は
より人体に近い形の包帯緊縛モデルを用いた指導を
行う予定である。
4．結論
圧センサーを使用した包帯実技指導は、学生の理解
度および術向上の一助になると思われた。
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